






令和６年度（２０２４年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 歴史総合（２） 学年 2 類型 全クラス

学習

目標

評価基準

期間

使用教材

(教科書・副教材)

学習方法

評価方法

１単位（週１回）の授業ですが、考査、行事や担当者の出張等を考慮すると実際の授業は月に２～３回程度にとどまると思われます。（進度予定が大幅に変更される可能性もあります）。それ

だけに、予習・授業・復習のサイクルを確実に実行してください。授業は、予習が終わっていることを前提として行われます。予習時は教科書の熟読や『徹底整理演習ノート』の記入、時には

動画視聴などに取り組んでいただきます。そして授業や復習の段階で、歴史を概観しつつその流れの中に重要単語（歴史用語）を位置づけられるよな意識を持つとよいでしょう。

「歴史総合」の成績は「歴総合・日本史」と「歴史総合・世界史」の評価を合わせる形で算出されます。

（知）考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

（思）考査７割～８割・平常点３割～２割（提出物等）

（学）考査７割～８割・平常点３割～２割（提出物等）

第９章 グローバル化と現

代世界

（知）知識・技能 冷戦終結後の地域・民族紛争やグローバル化による政治・経済の変化，また現在，世界が直面している課題に関する基本

的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。

（思）冷戦終結後の地域・民族紛争やグローバル化による政治・経済の変化，また現在，世界が直面している課題に関する問いに対して，歴

史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）冷戦終結後の地域・民族紛争やグローバル化による政治・経済の変化，また現在，世界が直面している課題に関する問いに対して，粘

り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

第８章 多極化する世界

（知）石油危機をきっかけとした世界経済の変化，また1970年代以降の世界の多極化の動きに関する基本的な知識を，複数の史・資料を活

用し十分に理解できている。

（思）石油危機をきっかけとした世界経済の変化，また1970年代以降の世界の多極化の動きに関する問いに対して，歴史的なものの見方・

考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）石油危機をきっかけとした世界経済の変化，また1970年代以降の世界の多極化の動きに関する問いに対して，粘り強く自らの答えを

出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

教科書：『詳述歴史総合』（実教出版）

副教材：『詳述歴史総合 徹底整理演習ノート』（実教出版）

    『新詳 歴史総合』（浜島書店）

（学）帝国主義の時代における欧米諸国とアジア・アフリカとの関係，またアジア・日本での国民国家形成の動きに関する問いに対して，粘

り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（知）世界恐慌をきっかけとした世界各国の政治的変化，また第二次世界大戦をきっかけとした国際社会の変化に関する基本的な知識を，複

数の史・資料を活用し十分に理解できている。

（思）世界恐慌をきっかけとした世界各国の政治的変化，また第二次世界大戦をきっかけとした国際社会の変化に関する問いに対して，歴史

的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）世界恐慌をきっかけとした世界各国の政治的変化，また第二次世界大戦をきっかけとした国際社会の変化に関する問いに対して，粘り

強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（思）19世紀の欧米諸国における国民国家形成に向けた動き，またイギリスの産業革命をきっかけとした19世紀の世界経済の変化に関する

問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）19世紀の欧米諸国における国民国家形成に向けた動き，またイギリスの産業革命をきっかけとした19世紀の世界経済の変化に関する

問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（知）19世紀のアジアや日本に進出した欧米諸国とそれに対するアジア諸国と日本の対応に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し

十分に理解できている。

（知）18世紀ごろのアジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係，また両地域における社会・文化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を

活用し十分に理解できている。

（思）18世紀ごろのアジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係，また両地域における社会・文化に関する問いに対して，歴史的なものの見

（学）18世紀ごろのアジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係，また両地域における社会・文化に関する問いに対して，粘り強く自らの答え

を出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（思）帝国主義の時代における欧米諸国とアジア・アフリカとの関係，またアジア・日本での国民国家形成の動きに関する問いに対して，歴

史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

２学期

（知）帝国主義の時代における欧米諸国とアジア・アフリカとの関係，またアジア・日本での国民国家形成の動きに関する基本的な知識を，

複数の史・資料を活用し十分に理解できている。

３学期

第６章 経済危機と第二次

世界大戦

第７章 冷戦と脱植民地化

（思）第一次世界大戦をきっかけとした国際関係の変化，また第一次世界大戦後の世界各国の社会の形成に関する問いに対して，歴史的なも

のの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（知）第一次世界大戦をきっかけとした国際関係の変化，また第一次世界大戦後の世界各国の社会の形成に関する基本的な知識を，複数の

史・資料を活用し十分に理解できている。

（学）第一次世界大戦をきっかけとした国際関係の変化，また第一次世界大戦後の世界各国の社会の形成に関する問いに対して，粘り強く自

らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

第５章 第一次世界大戦と

大衆社会

（知）冷戦下の世界における国際関係の変化，またアジア・アフリカ諸国や日本の動きに関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十

分に理解できている。

（思）冷戦下の世界における国際関係の変化，またアジア・アフリカ諸国や日本の動きに関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方

に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）冷戦下の世界における国際関係の変化，またアジア・アフリカ諸国や日本の動きに関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そう

としている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

１学期

（思）19世紀のアジアや日本に進出した欧米諸国とそれに対するアジア諸国と日本の対応に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え

方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。

（学）19世紀のアジアや日本に進出した欧米諸国とそれに対するアジア諸国と日本の対応に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そ

うとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

第３章 アジアの変容と日

本の近代化

第２章 欧米の市民革命と

国民国家の形成

（知）19世紀の欧米諸国における国民国家形成に向けた動き，またイギリスの産業革命をきっかけとした19世紀の世界経済の変化に関する

基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。

地理歴史 科目（単位数）

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

単元（学習内容） 学習の到達目標

知識・技能 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

思考・判断・表現 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

第１章 近代化への胎動

第４章 帝国主義の時代











令和６年度　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 生物基礎（２）・生物（２） 学年 2 類型 理系

学習
目標

評価基準

期間

使用教材
(教科書・副
教材)

学習方法

評価方法

（知）呼吸、光合成におけるエネルギーの変換の仕組みと窒素同化の概要について理解する。

（思）呼吸、光合成、窒素同化の概要と生態系内での役割について説明することができる。

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

～１学期
中間考査

～１学期
期末考査

～２学期
中間考査

～２学期
期末考査

～３学期
学年末考査

～年度末

（知）生物には体内環境を維持する仕組みがあること及び免疫の仕組みについて理解する。

（思）体内環境を維持するための血液の役割や、自律神経系と内分泌系の協働について考察することができる。
　　　免疫のしくみを利用したインフルエンザの予防接種や血清療法について考察することができる。

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

（知）ＤＮＡが遺伝情報を担う物質であり、その複製・分配によって遺伝情報が伝えられ、その情報をもとにタンパク質が合成
　　　されることを理解する。

（思）ＤＮＡの遺伝情報の違いと個体の形質の違いの関係性ついて考察することができる。

生物
第２章

細胞と分子

（知）細胞の内部構造とそれを構成する物質の特徴について理解する。
　　　生命現象におけるタンパク質の重要性について理解する。

（思）細胞の内部構造とその機能について説明することができる。
　　　タンパク質の立体構造と、タンパク質が生命活動で果たす役割について考察することができる。

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

理科 科目（単位数）

単元（学習内容） 学習の到達目標

生物基礎
第１章

生物の特徴

生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生物や生物現象を科学的に探究するために必要な、次のよう
な資質・能力を育成する。
（１）生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能
（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力
（３）生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度
（４）生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度

考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

（知）生物は多様でありながら共通性をもっており、生物が代謝によってエネルギーを取り出して活動していることを理解する。

（知）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（思）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（学）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

（思）植生遷移の方向性と、気候の変化がバイオームに及ぼす影響について考察することができる。
　　　科学的な知識を基に、環境問題と生態系の保全の重要性について考察することができる。

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

生物基礎
第４章

生物の多様性と生態系

生物
第１章

生物の進化

（知）生命の起源や生物が進化してきた道筋について、進化の仕組みと合わせて理解する。

（知）陸上には様々な植生がありそれらは移り変わっていくこと、気候を反映して様々なバイオームが成立することを理解する。
　　　生態系における物質の循環とともにエネルギーが移動すること、生態系のバランスについて理解する。

（思）生命の誕生とその後の生物進化を環境条件の変化と関連づけて考察することができる。

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

生物
第３章
代謝

知識・技能

（思）多様な生物の共通性を根拠に、生物と無生物の違いについて考察することができる。

生物基礎
第２章

遺伝子とそのはたらき

授業・復習を中心に行う。授業の中で問題演習を扱う。問題演習を通して自らの課題を把握し、課題解決に向けて学習する態度を持ち授業に臨むこと。分から
ないところをそのままにせず、積極的に質問すること。定期的に小テストやレポートを課し、評価する。

教科書：「生物基礎」「生物」（数研出版）
資料集：「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）
問題集：「リードLightノート生物基礎」「リードLightノート生物」（数研出版）
　　　　「センサー総合生物」（啓林館）

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。

生物基礎
第３章

ヒトの体内環境の維持

考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

思考・判断・表現

（学）日常生活や社会と関連させて、科学的な見方や考え方で課題を解決しようとする。





令和６年度　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 物理基礎（２）・物理（２） 学年 2 類型 理系

学習
目標

評価基準

期間

使用教材
(教科書・副
教材)

学習方法

評価方法

知識・技能

（思）相対速度について説明できる。
　　　等加速度直線運動する物体の様子について説明できる。
　　　水平投射や斜方投射の運動の様子を鉛直方向と水平方向に分けて説明できる。
　　　グラフから適切な値を読み取ることができる。
　　　作用反作用の２力とつりあいの２力の違いを理解し、説明できる。
　　　運動方程式を理解し、問題解決にあたって式の運用が正しくできる。

（知）等加速度直線運動について、物体にはたらく力を理解し、式やグラフを適切に運用できる。
　　　物体が力を受けるとき、運動状態はどのようになるかを指摘できる。
　　　さまざまな運動をしている物体について運動方程式を立てて考えることができる。
　　　力のモーメントについて理解している。

（知）理想気体の状態方程式を用いることができる。
　　　気体が面に力を及ぼすことから圧力の式を導くことができる。
　　　波の発生原理や基本事項を理解している。
　　　ドップラー効果の式を用いて観測者が聞く音の振動数を求めることができる。

（学）日常の運動から速さ、時間、距離についての関係に興味を持ち、速さと速度の違いや、相対速度の意味や使い方を理解しよう
　　　としている。
　　　落体の運動、特に水平投射や斜方投射について運動の状態がどのようになっているか理解しようとしている。
　　　見ること、触ることができない力に対して、どのようにして力の存在がわかるのか、また、力にはどのような種類があるのか
　　　について考えようとしている。
　　　物体の運動状態は受ける力とどのような関係にあるかについて興味・関心を持ち、理解しようとしている。

授業中における課題と復習に重点的に取り組むこと。予習を課していない分、授業への取り組み方で大きく成績が変動してしまうので、積極的に授業に参加す
ること。定期的に小テストや課題を課し、評価する。

教科書：「総合物理①」「総合物理②」（数研出版）
資料集：「新課程フォトサイエンス物理図録」（数研出版）
問題集：「セミナー物理基礎＋物理２０２４」（第一学習社）
　　　　「進研WINSTEP」（Learns）

総合物理①
第１編　力と運動
第１章　運動の表し方
第２章　運動の法則

考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

思考・判断・表現 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

総合物理①
第１編　力と運動
第３章　仕事と力学的エネルギー

第４章　運動量の保存

総合物理①
第１編　力と運動
第５章　円運動と万有引力
第２編　熱と気体
第１章　熱と物質

（知）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（思）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（学）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

（学）エネルギーは仕事をする能力を秘めていることに興味を持ち、理解しようとしている。
　　　力学的エネルギー保存則について興味関心をもち、身のまわりの現象と結びつけて考えようとしている。

（知）等速直線運動や単振動においてはたらく力や速度、加速度について理解している。
　　　慣性力を含めたつりあいの式を立てることができる。
　　　ケプラーの法則や万有引力の式を理解している。
　　　熱量の保存について理解し、式を立てることができる。

理科 科目（単位数）

単元（学習内容） 学習の到達目標

物理や物理現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、物理的な事物・現象を科学的に探究するために必要な、次の
ような資質・能力を育成する。
（１）物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能
（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力
（３）物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度

（思）等速円運動や単振動に必要な力について説明できる。
　　　慣性力と他の力の違いについて理解し、説明できる。
　　　温度や熱容量、比熱について言葉で説明できる。

（学）単振動の周期と質量や糸の長さの関係を調べるための実験に意欲をもって参加しようとしている。
　　　慣性力の向きや大きさについて興味をもち、慣性力を考える物体の運動について理解しようとしている。
　　　比熱を調べる実験に意欲をもって参加しようとしている。

～年度末

（知）運動エネルギー、位置エネルギーについて定義を正しく理解し、計算できる。
　　　直線運動、平面運動における運動量保存則を式で表現できる。

（思）平均運動エネルギーと絶対温度の関係について説明できる。
　　　気体の状態変化と気体がされた仕事について説明できる。
　　　波の基本事項について説明できる。

～１学期
期末考査

～２学期
中間考査

～２学期
期末考査

～３学期
学年末考査

総合物理①
第２編　熱と気体
第２章
気体のエネルギーと状態変
化

総合物理②
第３編　波
第１章　波の性質
第２章　音
第３章　光 （学）気体の圧力、体積、温度を変化させるとき、これらの稜にどのような関係が成り立っているか考察しようとしている。

　　　気体分子がもつミクロな量とマクロな量について興味関心を持っている。
　　　正弦波を数式で表す方法について理解しようとしている。
　　　光や音などの身近な波の現象に興味を持ち、波の発生原理や基本事項について理解しようとしている。

（思）エネルギーの定義について説明できる。
　　　運動エネルギー変化は物体がされた仕事に等しいことを用いて物体の運動を説明できる。
　　　力学的エネルギー保存則、運動量保存則について成立する条件を説明できる。









令和６年度（２０２４年度）　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 書道Ⅱ（２） 学年 2 類型 全クラス

学習
目標

評価基準

期間

（学）自らの感性を高め、書の伝統と文化に親しもうとしている。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現、変化や調和等による全体の構成の技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、表現形式に応じた全体の構成について構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現、変化や調和等による全体の構成の技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、表現形式に応じた全体の構成について構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（知）（知識）漢字の書を構成する様々な要素、古典の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解する。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現、変化や調和等による全体の構成の技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、表現形式に応じた全体の構成について構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（知）（知識）漢字の書を構成する様々な要素、古典の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解する。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現、変化や調和等による全体の構成の技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、表現形式に応じた全体の構成について構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（知）（知識）線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の特質とその歴史等について理解する。

（思）作品の価値とその根拠、生活や社会における書の美の効用と現代的意義について考え、書のよさや美しさを味わって捉えることができる。

（学）主体的に創造的な鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現の技能、変化や調和などによる全体の構成の工夫の技能を身に付ける。

（思）表現形式に応じた全体の構成、感興や意図に応じた個性的な表現について構想し工夫している。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（思）作品の価値とその根拠、生活や社会における書の美の効用と現代的意義について考え、書のよさや美しさを味わって深くとらえる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

（知）（知識）漢字の書を構成する様々な要素、古典の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解する。

（知）（技能）古典に基づく効果的な表現、変化や調和等による全体の構成の技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、表現形式に応じた全体の構成について構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に漢字の書の創造的な学習活動に取り組もうとしている。

使用教材
(教科書・
副教材)

学習方法

評価方法

（知）（知識）線質や書風と用筆・運筆との関わり、線質、字形、構成などの要素と表現効果や風趣との関わり、日本の書の伝統と文化について理解する。

（知）（技能）古筆に基づく基本的な用筆・運筆、線質を生かした表現をするための技能を身に付ける。

3
学
期

文化祭の作品制作
　写真と書

漢字仮名交じりの書の鑑賞

２
学
期

　草書

仮名の書
　仮名の書の創作

　仮名の書の臨書
　①いろは（単体）
　②三色紙（散らし書き）

芸術 科目（単位数）

　書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を育成する。

知識・技能 ①ワークシート（知識）：約３割　②作品（技能）：約７割

思考・判断・表現 ①ワークシート(鑑賞)：約５割　②ワークシート(表現の工夫)：約５割

主体的に学習に向かう態度 ①ワークシート：約５割　②活動の様子、提出状況など：約５割

単元（学習内容） 学習の到達目標

（知）作品、ワークシートなど
（思）ワークシート(鑑賞)、ワークシート(表現の工夫)など
（態）ワークシート、活動の様子、提出状況など

教科書：「書Ⅱ」（光村図書）、chromebook

授業、グループワーク、実技

（知）（知識）書体や書風と用筆・運筆との関わり、線質、字形、構成などの要素と表現効果や風趣との関わり、書の伝統と文化について理解する。

文化祭の作品制作の鑑賞

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、古筆や書風に即した用筆、運筆、字形、全体の構成を構想し工夫し、相手に伝えることができる。

（学）主体的に仮名の書の幅広い学習活動に取り組もうとしている。

（学）主体的に仮名の書の幅広い学習活動に取り組もうとしている。

（知）（知識）線質や書風と用筆・運筆との関わり、線質、字形、構成などの要素と表現効果や風趣との関わり、日本の書の伝統と文化について理解する。

（知）（技能）古筆に基づく基本的な用筆・運筆、連綿と単体、線質や字形を生かした表現をするための技能を身に付ける。

（思）知識や技能を得たり生かしたりしながら、古筆や書風に即した用筆、運筆、字形、全体の構成を構想し工夫し、相手に伝えることができる。

　篆書
 　泰山刻石

　隷書
　 曹全碑

　隷書
　 礼器碑

　篆書
 　石鼓文

１
学
期

オリエンテーション



令和６年度（２０２４年度）　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 音楽Ⅱ（２） 学年 2 類型 全クラス

学習
目標

評価基準

期間

（知）・全体の響きに調和させて歌唱している。

（思）・各声部のバランスや調和に気をつけて，声の出し方やフレーズなどの表現を工夫する。

（学）・曲想と歌詞の言葉の意味とのかかわりを理解し表現を工夫しようとしている。

（知）・我が国や郷土の伝統音楽における曲種の違いによる特徴を理解する。

（知）・和楽器の音色や奏法を理解し，基本的な奏法を身につけて演奏する。

（思）・三線の音色や奏法を生かし、表現を工夫して演奏する。

（知）・世界のそれぞれの地域に伝わる音楽の特徴と文化的・歴史的背景などとのかかわりについて理解する。

（知）・多様な音楽美を受け入れ，意見を交換し理解を深める。

（思）・曲想と歌詞が表す情景や心情とのかかわりを理解する。

（学）・自分なりのイメージをもち，音楽を形づくっている要素の働きを生かして歌おうとしている。

使用教材
(教科書・
副教材)

学習方法

評価方法

芸術 科目（単位数）

　音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成す
ることを目指す。

知識・技能 ①実技テスト：約７割　②小テスト：約３割

学期末成績＝授業内テスト（８０％）＋平常点（２０％）
授業内テスト：歌唱テスト・器楽テスト
平常点：授業参加度、発問、学習プリント、課題提出

教科書：「音楽ⅡTutti＋」（教育出版）

個人またはグループワーク

【歌唱】音楽の世界観を広げよう

【歌唱】ポピュラー音楽を歌おう

思考・判断・表現 ①実技テスト：約７割　②小テスト：約３割

主体的に学習に向かう態度 ①小テスト：約５割　②活動の様子、提出、出席状況など：約５割

単元（学習内容） 学習の到達目標

【歌唱】詩が表す情景や心情を大

切に歌おう

【歌唱】歌曲に挑戦してみよう

【歌唱】声を重ねて美しい響きを

追求しよう

【器楽・歌唱】我が国の伝統音楽

への理解を深めよう

（知）・曲想と歌詞の内容とのかかわりを理解して歌う。

（知）・自分なりのイメージで，リズム，速度，強弱などの要素の働きを生かして歌う。

～２学期中
間考査

２学期中間
～期末考査

３学期
学年末考査
～年度末

（知）・ギターの音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し、自分で弾きながら歌う。

２学期期末
～３学期学
年末考査

（知）・歌曲にふさわしい発声法や，レガート唱法を身に付けて歌う。

（知）・曲想と歌詞の内容とのかかわりを理解する。

（思）・旋律とピアノかかわりを意識し，ふさわしい表現で歌う。

（思）・合唱活動に関心を持ち、歌詞の内容や曲想を生かして声部の役割を意識して歌う。

１学期中間
～期末考査

【器楽】ギターの弾き語りに挑戦

してみよう

【鑑賞】舞台芸術を楽しもう

（思）・物語の情景や登場人物の情景が，どのように音楽に表現されているかを理解する。

年度初～
１学期中間
考査

（知）・オペラやミュージカル，バレエそれぞれの表現の特徴を理解する。






